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 SDDSS の 1 つに特異的算数障害（Specific 




























































3-2 数に関するケーススタディ  ー
 数に関する診断（第2 章 第2 節）の中で、R 児
の数の関係概念を調査するため、以下のような課
















・ 1 度目，課題 1－④，⑤では，『2 位数から 3



































課題1  何故半年前の調査においては，T－C の
やり取りはあったものの，自ら数の関係
概念を捉える事が出来たのか。 
課題 2  R 児にとって，数系列を捉える為には，
どのようなケーススタディーを展開すれば
よいのか。 






































な手段の一つであると言えよう。（以上，第 3 章 
第2 節） 
 











































































更に、課題 4 において、位取り（2 位数から 3















































































































る有効な手段の一つと言えよう。（以上，第 3 章 
第3 節） 
 
3-4 形に関するケーススタディ  ー









































言えよう。（以上，第3 章 第4 節） 
 
3-5 数量関係に関するケーススタディ  ー

























お菓子1 個の代金を130 円から5 円へと数を小 












子 2 個の代金を求める際、数値を 5 円に設定する
おかしの数
（こ） 1 2 3 4 5   
代金（円） 2 3 4 5 6 
  
課題1 
① 辺の長さが 6cm の正三角形をかきましょ
う。 
 








課題1 （啓林館算数4 年下P．15） 
1 こ 130 円のおかしがあります。おかしの数
を 1 こ、2 こ、3 こ・・・と 1 こずつふやして
いくと、代金はどのように変わっていくかを表
に書いて調べましょう。 
おかしの数（こ） 1 2 3 4 5   






































2 章第 2 節で述べたような数の関係概念に関して
は著しく理解が乏しい状態にあることが分かった。













 また、第 3 章第 5 節で述べた数量関係に関する
ケーススタディーにおいては、お菓子 1 つの代金
の数値を 130 円から 5 円に下げることで、お菓子
とその代金の間に存在する数量の関係を捉えるこ




第 3 章第 5 節で述べた数量関係では、R 児は連続
量を分離量で表し課題に取り組むという様相がみ
られた。つまり、前述した事柄が本研究において
明らかになったR 児の特性の1 つとして指摘でき
るものと考える。従って、以上のことから日々の
指導においては、R 児の特性を踏まえた上で、そ
の特性を生かしたきめ細かなケーススタディーを
展開することが今後も重要であると言えよう。 
 終わりに、R児はSDDSSをもつ一人であり、個々
によって学習に関する困難は異なるため、本研究
におけるケーススタディーはその一方法である。
特異的算数障害と診断された児童、言い換えれば、
一般に言われるところの単に算数が苦手な児童生
徒とでは、その困難点が異なるのである。そのこ
とを十分理解した上で、その一人一人の児童生徒
の特性を考慮し、適切な指導がなされなければな
らないのである。 
 以上のことより、本研究によって指摘出来るこ
とは、SDDSSと診断された児童生徒を指導する際、
一般的に言われる SDDSS の特性を意識し過ぎる、
または、単に出来る、出来ないと判断するのでは
なく、各領域、内容に関する個々の認識、特性を
捉え適切な支援がなされるべきであるということ
である。 
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